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1. はじめに 

本業務は、岩坪谷渓流保全工の予備設計、福地上流床固工群修正詳細設計を行うことを

目的としている。予備設計、詳細設計を実施するにあたり、現地において既存施設の状況

や周辺地形、地質、環境条件を確認することを目的に現地踏査（10 月～11 月）を実施し

た。 

本稿では、当該業務に現地踏査時における労働災害防止のために取り組んだ安全対策に

ついて報告する。 

 

2. 現地踏査時の安全のポイント 

踏査箇所は、図 1 に示すように新平湯温泉郷に位

置し、観光客の多い地域である。また、国道 471号が

幹線道路として整備されており、交通量も多い。その

ため、踏査時には一般的な渓流のリスクである転倒・

滑落・水難事故等に加え、交通事故などの第三者との

事故・トラブルにも十分に注意する必要があった。ま

た、踏査時にはクマの目撃情報もあり、特に注意が必

要であった。本業務で実施した安全対策について表 1

にまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 現地踏査実施箇所 

表 1 想定されるリスクと安全対策 

想定されるリスク 現地踏査前の安全対策 現地踏査時の安全対策

共通 安全教育の実施 KY活動の実施

急傾斜地での転倒・滑落 ー 足元注意、ながら作業の禁止

出水時の水難事故 気象配信の実施 ライフジャケットの装備

焼岳の噴火 後方支援によるいち早い情報の入手と伝達 噴火時の避難

地域住民・観光客とのトラブル ー 調査看板の用意、地域住民への挨拶、通行車両への注意

危険生物（ハチ、ヘビ） 危険を回避するための基本的な知識の共有 スプレー・ポイズンリムーバーの用意

危険生物（クマ）
クマの目撃情報の確認

危険を回避するための基本的な知識の共有
クマ鈴、クマスプレー、火薬銃の用意

⑰



3. 現地踏査前の安全対策 

1) 安全教育の実施 

現地踏査前に社内での安全教育を実施し、管理技術者

から安全対策について説明した。安全教育は、東京・大阪

のメンバーが参加して、Web 会議型式で実施した（写真 

1）。想定されるリスクを調査員間で話し合うことで、安全

意識の共有と向上を図った。 

 

2) 後方支援体制の構築 

オフィスに気象情報や焼岳の火山活動を確認する後方

支援担当者を設け、リアルタイムで現地の調査員に、図 

2のような気象情報の定期配信を行った。また、悪天候時

の踏査の実施可否を調査員の主観に基づく判断としない

よう、あらかじめ踏査の中止基準（調査地域で大雨・洪

水・暴風・大雪警報の発令または、震度 4 以上の地震の

観測、焼岳の噴火警戒レベルの上昇）を設定した。警報発

令時や地震観測時、火山活動観測時には後方支援担当者

が即座に調査員に電話連絡する体制を構築した。 

 

3) 危険生物による被害を避けるための基本的な知識の共有 

危険生物（クマ、ハチ、ヘビ）のリスクとその対策を示した資料を作成し、調査員内で、

危険生物に関する基本的な知識の共有を行った（図 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2 気象配信の実施 

図 3 危険生物に関する基本的な知識 

写真 1 安全教育の実施 



4) クマの目撃情報の確認 

最新のクマ目撃情報を確認するために岐阜県が公開している「岐阜県クママップ」を活

用した。同 Web サイトでは、図 4 に示すようにクマの目撃情報が確認できる。現地踏査

実施箇所のどちらも直近のクマの目撃情報があり、改めてクマ対策の重要性を確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 現地踏査実施時の安全対策 

1) KY活動の実施 

現地踏査開始時には KY活動を実施し、当日の作

業の手順内容を指示、説明し、想定される危険とそ

の対策を共有し、安全意識の向上を図った。KY 活

動では、最も重視するリスクと対策をひとつに絞る

ことで、安全意識を明確化した。 

 

2) 第三者の土地への立ち入り時のトラブル予防 

調査車両の駐車時には図 6 のような調査看板

（A3版）をダッシュボードに掲示し、作業の見える

化を実施した。また、近隣ホテルなどへのお声掛け

では毎回同一の作業員が対応することで、作業員の

顔の見える化を図った。 

  

図 4 クマ目撃情報 

出典：クママップ [https://gis-gifu.jp/gifu/Map]を一部加工 

図 5 KY活動記録表 

図 6 調査看板 



3) 危険生物への対策 

ハチ対策としてハチ用スプレーを携帯し、ハチに刺された

場合や、毒ヘビにかまれた場合に備えてポイズンリムーバー

を携帯した。 

 

4) クマへの対策 

クマの冬眠時期は 12 月～4 月であり、10 月～11 月は冬

眠直前で最も活動的なため、特に注意が必要である。加えて

前章で述べたように、現地踏査箇所付近ではクマの目撃情報

が頻発している。そのため安全教育実施時にもクマのリスク

と対策について詳細に説明・共有し、安全意識の向上を図っ

た。また、本業務では、一般的なクマ対策であるクマ鈴、クマスプレーに加え、写真 4に

示す簡易な火薬銃を用いた対策を行った。林道から踏査現場に入る前等、必要に応じて大

きな音を鳴らすことで、人間の存在を主張する。今回使用した火薬銃は 100円ショップで

購入できるもので、安価かつ簡易に入手が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. おわりに 

以上の安全対策の実施により、本業務では無事故で現地踏査を完了することができまし

た。踏査中には大きなクマ用の罠があり、クマの存在を間近に感じる場面もありましたが、

結果的にクマと遭遇することはなく安全に現地踏査を遂行しました。今後もさらなる安全

意識の向上を図るとともに、安全対策の改善を務めます。 

最後に、神通川水系砂防事務所および栃尾出張所の皆さまには、日頃より業務を安全に

遂行するためのご指導とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

写真 2 携帯したハチスプレー、

ポイズンリムーバー   

写真 3 クマ鈴、クマスプレー 写真 4 使用した火薬銃 


